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   なぜバテレンを追放したか 

                   【
は
じ
め
に
】
 

  
平
成
3
0
年
（
2
0
1
8
年
）
6
月
3
0
日
、
「
長
崎
と
天
草
地
方

の
潜
伏
キ
リ
シ
タ
ン
関
連
遺
産
」
の
ユ
ネ
ス
コ
世
界
遺
産
リ
ス
ト
へ
の

登
録
が
決
定
し
た
。
 

 
し
か
し
、
も
と
も
と
こ
れ
は
「
長
崎
の
教
会
群
と
キ
リ
ス
ト
教
関
連

遺
産
」
と
し
て
登
録
を
申
請
し
て
い
た
の
だ
が
、
『
潜
伏
キ
リ
シ
タ

ン
』
に
価
値
の
焦
点
を
絞
る
形
で
構
成
資
産
が
再
考
さ
れ
、
現
在
の
名

称
に
な
っ
た
の
だ
。
 

 
結
果
と
し
て
今
回
の
世
界
遺
産
リ
ス
ト
の
登
録
は
、
日
本
の
歴
史
を

歪
め
る
こ
と
に
な
っ
た
点
に
お
い
て
、
誠
に
残
念
な
も
の
と
言
わ
ざ
る

を
え
な
い
。
 

 
当
時
、
バ
テ
レ
ン
と
呼
ば
れ
た
キ
リ
シ
タ
ン
が
、
日
本
に
お
い
て
何

を
し
た
の
か
、
キ
リ
ス
ト
教
布
教
の
目
的
は
何
だ
っ
た
の
か
、
そ
の
歴

史
の
事
実
を
中
学
歴
史
教
科
書
の
記
述
を
通
し
て
確
認
す
る
。
 

  
そ
も
そ
も
、
な
ぜ
豊
臣
秀
吉
は
キ
リ
ス
ト
教
を
禁
止
し
た
の
か
、
中

学
歴
史
教
科
書
の
記
述
は
各
社
で
ど
う
違
う
の
か
？
 

 
ま
ず
、
全
国
シ
ェ
ア
の
5
0
％
近
く
を
占
め
る
東
京
書
籍
か
ら
引
用

す
る
。
 

 【
東
京
書
籍
】
 

［
キ
リ
ス
ト
教
の
広
ま
り
］
一
〇
五
頁
 

《
…
宣
教
師
は
、
長
崎
や
豊
後
、
京
都
な
ど
の
各
地
に
教
会
、
学
校
、
病

院
、
孤
児
院
な
ど
を
建
設
し
、
布
教
や
慈
善
事
業
を
行
い
ま
し
た
。
こ

の
た
め
、
民
衆
の
間
に
も
キ
リ
ス
ト
教
の
信
仰
が
広
ま
り
、
一
七
世
紀

の
初
め
に
は
、
信
者
が
三
〇
万
を
こ
え
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
》
 

 ［
キ
リ
ス
ト
教
の
広
ま
り
］
一
〇
五
頁
 
 

《
一
五
八
二
（
天
正
一
〇
年
）
、
イ
エ
ズ
ス
会
は
、
布
教
の
成
果
を
示

す
た
め
、
伊
東
マ
ン
シ
ョ
な
ど
四
人
の
少
年
を
、
豊
後
の
大
友
宗
麟
な

ど
の
キ
リ
シ
タ
ン
大
名
が
派
遣
し
た
使
節
と
し
て
、
ロ
ー
マ
教
皇
の
も

と
へ
連
れ
て
い
き
ま
し
た
（
天
正
遣
欧
少
年
使
節
）
。
四
人
は
、
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
各
地
で
熱
烈
な
歓
迎
を
受
け
ま
し
た
。
…
》
 

 ［
宣
教
師
の
追
放
］
一
〇
七
頁
 
 

《
信
長
は
、
仏
教
勢
力
に
は
厳
し
い
態
度
を
と
る
一
方
、
キ
リ
ス
ト
教

の
宣
教
師
は
優
遇
し
ま
し
た
。
そ
れ
に
対
し
秀
吉
は
、
…
、
長
崎
が
イ

エ
ズ
ス
会
に
寄
進
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
知
り
、
日
本
は
「
神
国
」
で
あ

る
と
し
て
宣
教
師
の
国
外
追
放
を
命
じ
ま
し
た
（
バ
テ
レ
ン
追
放
令
）
。

キ
リ
ス
ト
教
の
布
教
が
、
ス
ペ
イ
ン
や
ポ
ル
ト
ガ
ル
の
軍
事
力
と
結
び

つ
い
て
い
る
こ
と
が
危
険
だ
と
考
え
た
た
め
で
す
。
…
》
 

  
以
上
、
引
用
終
わ
り
。
 
 

 
東
京
書
籍
で
は
、
こ
の
他
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
貿
易
船
と
宣
教
師
が
も
た

ら
し
た
地
理
学
、
医
学
ら
の
科
学
技
術
、
パ
ン
、
カ
ス
テ
ラ
、
カ
ル
タ

な
ど
の
南
蛮
文
化
の
受
容
の
数
々
を
記
述
す
る
。
こ
れ
は
、
同
社
以
外

の
教
育
出
版
、
帝
国
書
院
等
、
大
手
三
社
と
も
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
。
 

 
こ
れ
ら
の
記
述
で
は
、
土
地
の
寄
進
が
キ
リ
ス
ト
教
の
禁
止
に
つ
な

が
っ
た
か
の
よ
う
な
印
象
を
受
け
る
。
 

   
次
に
、
自
由
社
の
歴
史
教
科
書
で
は
、
ど
う
記
述
さ
れ
て
い
る
か
、

以
下
に
引
用
す
る
。
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
裏
面
へ
続
く
）
 

＜長崎・大浦天主堂＞ 



 
（

表
面
よ
り
続
き
）
 

【
自
由
社
】
 

［
秀
吉
は
な
ぜ
バ
テ
レ
ン
を
追
放
し
た
か
］
一
二
一
頁
 

《
高
山
右
近
の
棄
教
拒
否
 
…
一
五
八
七
（
天
正
一
五
）
年
六
月
、
…
、
秀
吉
に

対
し
て
僧
侶
た
ち
が
、
バ
テ
レ
ン
は
領
主
を
そ
そ
の
か
し
て
領
民
を
強
引
に
入

信
さ
せ
、
領
内
の
神
社
や
寺
を
壊
し
、
神
官
や
僧
侶
を
追
い
出
し
て
い
る
と
訴
え

ま
し
た
。
そ
れ
を
聞
い
て
激
怒
し
た
秀
吉
は
、
…
キ
リ
シ
タ
ン
大
名
・
高
山
右
近

に
「

キ
リ
ス
ト
教
を
捨
て
る
か
、
領
国
を
追
放
さ
れ
る
か
」
と
迫
り
ま
し
た
。
右

近
は
「
信
仰
を
守
り
、
追
放
を
受
け
入
れ
る
」
と
返
答
し
ま
し
た
。
秀
吉
は
即
座

に
右
近
の
領
地
召
し
上
げ
と
追
放
を
命
じ
ま
し
た
。
》
 

 《
宣
教
師
コ
エ
リ
ョ
へ
の
詰
問
 
…
①
な
ぜ
領
民
を
強
引
に
改
宗
さ
せ
る
の
か
、

②
な
ぜ
神
社
仏
閣
を
破
壊
す
る
の
か
、
③
な
ぜ
牛
馬
の
肉
を
食
う
の
か
、
④
な
ぜ

ポ
ル
ト
ガ
ル
人
は
多
く
の
日
本
人
を
奴
隷
と
し
て
買
っ
て
連
れ
帰
る
の
か
。
コ

エ
リ
ョ
は
、
秀
吉
を
納
得
さ
せ
る
答
え
を
出
せ
ま
せ
ん
で
し
た
。
秀
吉
は
側
近
の

大
名
た
ち
の
前
で
、
…
「
バ
テ
レ
ン
追
放
令
」
を
布
告
し
ま
し
た
。
…
秀
吉
の
布

告
は
外
国
人
バ
テ
レ
ン
の
国
外
追
放
が
主
眼
で
あ
っ
て
、
一
般
領
民
の
信
仰
の

自
由
ま
で
は
禁
じ
て
い
ま
せ
ん
。
こ
の
た
め
、
コ
エ
リ
ョ
は
司
祭
た
ち
に
、
イ
エ

ズ
ス
会
員
は
日
本
に
と
ど
ま
り
、
各
地
に
潜
伏
す
る
よ
う
に
命
じ
ま
し
た
。
》
 

 《
ス
ペ
イ
ン
船
の
不
覚
 
一
五
九
六
（
慶
長
元
）
年
、
土
佐
沖
で
難
破
し
た
ス
ペ

イ
ン
船
サ
ン
・
フ
ェ
リ
ー
ペ
号
の
航
海
長
が
奉
行
に
対
し
て
「
わ
れ
ら
は
ま
ず
宣

教
師
を
送
り
込
ん
で
先
住
民
を
改
宗
さ
せ
、
つ
づ
い
て
軍
隊
が
入
っ
て
多
く
の

王
国
を
征
服
し
て
き
た
」
と
脅
し
た
と
い
う
風
説
が
広
ま
り
ま
し
た
。
こ
の
た
め

に
秀
吉
は
キ
リ
シ
タ
ン
取
り
締
ま
り
を
強
化
し
た
の
で
、
殉
教
者
が
出
る
ま
で

に
な
り
ま
し
た
。
一
向
一
揆
の
よ
う
な
権
力
に
反
抗
す
る
宗
教
勢
力
の
台
頭
を

恐
れ
た
か
ら
で
す
。
》
 

 
 

 
以
上
、
引
用
終
わ
り
。
 

 
東
京
書
籍
で
は
、
ポ
ル
ト
 

ガ
ル
商
人
た
ち
と
の
貿
易
に
 

お
い
て
、
「
日
本
は
、
主
に
 

銀
を
輸
出
し
ま
し
た
。
」
 

（
［

キ
リ
ス
ト
教
の
伝
来
と
 

南
蛮
貿
易
］
本
文
一
〇
五
頁
）
 

と
だ
け
あ
る
が
、
実
際
に
日
 

本
が
輸
出
し
た
の
は
銀
だ
け
 

で
な
く
、
同
胞
で
あ
る
日
本
 

人
を
奴
隷
と
し
て
売
買
し
て
 

い
た
の
で
あ
る
。
 

 
こ
の
驚
く
べ
き
史
実
を
記
載
し
て
い
る
の
は
自
由
社
の
み
で
あ
る
。
中
学
歴

史
教
科
書
に
記
述
す
る
に
は
、
あ
る
程
度
配
慮
し
た
記
述
に
な
ら
ざ
る
を
得
な

い
が
、
「
バ
テ
レ
ン
が
な
ぜ
追
放
さ
れ
た
の
か
」
と
い
う
史
実
を
正
し
く
理
解
す

る
た
め
に
は
、
せ
め
て
自
由
社
程
度
の
記
述
（
本
文
で
は
な
く
コ
ラ
ム
）
が
必
要

な
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
 

 
 
 

 
天
正
遣
欧
少
年
使
節
団
の
メ
ン
バ
ー
も
旅
行
の
先
々
で
、
売
ら
れ
て
奴
隷
の
境

遇
に
落
ち
た
日
本
人
を
身
近
で
見
て
お
り
、
憐
憫
の
情
を
催
し
て
い
た
。
こ
れ
が
、

後
年
に
な
っ
て
、
正
使
千
々
岩
ミ
ゲ
ル
の
棄
教
し
た
原
因
と
も
言
わ
れ
て
い
る
。
 

 
日
本
人
奴
隷
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
は
お
ろ
か
地
球
の
裏
側
ま
で
連
れ
て
行
か
れ
た
。

一
六
〇
七
年
に
南
米
ペ
ル
ー
の
リ
マ
の
二
万
五
四
五
四
人
の
な
か
に
、
日
本
人
の

奴
隷
、
男
九
名
と
女
十
一
名
が
い
た
と
い
う
人
口
調
査
が
あ
る
。
 
 
 
以
上
。
 

「
中
学
歴
史
教
科
書
読
み
比
べ
に
つ
い
て
」
 

 
千
葉
県
内
の
中
学
歴
史
教
科
書
採
択
状
況
は
、
左
記
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
 

 
教
育
出
版
（
船
橋
、
習
志
野
、
八
千
代
、
香
取
、
神
崎
、
多
古
、
東
庄
）
 

 
帝
国
書
院
（
市
川
、
浦
安
）
 

 
東
京
書
籍
（
右
を
除
く
市
町
村
）
 

 
私
達
は
、
こ
の
大
手
三
社
に
加
え
、
自
由
社
の
併
せ
て
四
社
の
歴
史
教
科
書
を

約
二
年
間
に
亘
っ
て
読
み
比
べ
た
。
そ
の
結
果
、
正
し
い
歴
史
の
記
述
が
な
さ
れ
、

子
供
達
が
日
本
の
国
に
誇
り
の
持
て
る
歴
史
教
科
書
は
、
自
由
社
の
教
科
書
で

あ
る
と
の
結
論
に
至
っ
た
。
 

 
私
達
は
、
こ
れ
を
踏
ま
え
県
内
の
中
学
生
の
子
供
達
を
持
つ
父
兄
、
並
び
に
教

育
関
係
者
へ
の
周
知
を
図
る
た
め
、
こ
の
「
中
学
歴
史
教
科
書
読
み
比
べ
」
を
不

定
期
に
発
行
し
、
現
在
千
葉
県
内
で
採
択
さ
れ
て
い
る
大
手
三
社
の
歴
史
教
科

書
の
問
題
点
を
明
ら
か
に
し
て
ゆ
く
所
存
で
あ
る
。
 
 
 
 
 
（
会
員
一
同
）
 

＜自由社版中学歴史教科書より＞ 

「天正遣欧少年使節顕彰之像」 

千々石ミゲル 
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